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ふるさと今昔講座では、１０月１２日（火）東城自治振興センター

において、千田喜博先生をお迎えし、「中国山地の昆虫 新種をもと

めて」と題してご講演をいただきました。今回は１７名の参加者でし

た。

千田先生は、庄原市役所の職員であり、比和自然科学博物館の

客員研究員も務められています。

今回の講演では、昆虫の特徴についての説明や昆虫の働きが私

たちの生活に影響していることをまず話されました。そして、分

類学について教えていただきました。

続いて、新種の発見について話されました。

庄原市西城町の比婆山（１２６４メートル）で、昆虫ハネカク

シの新種を発見されました。ハネカクシを見た瞬間、新種と確信したと

言われていました。新種のハネカクシを「ラトロビウム ヒバゴン」と命

名し、日本昆虫分類学会に認定されました。

中国山地にはまだまだたくさんの知られていない昆虫がいて、山に行く

たびに新種が見つかり、たくさんの標本を集めて論文を書くのが間に合わ

なくなっている。今後、庄原比和から世界レベルで注目されるように国際

誌に論文を出し、世界的視野で研究をしていきたいと話されていました。

また、博物館の果たすべき役割について、100年後を見据えて、科学研究の最前線と地域

につなぐことが大切で、「比婆から世界へ」研究が発信できるように、しっかり取り組んで

いきたいと話されていました。

今後も中国山地の自然の中で、数多くの新種の昆虫が見つかると思います。この豊かな自

然を守りながら生活をし、新種の発見を楽しみにしていきたいと思いました。㋟

１０月のウーマンカレッジは、２５日に「森林浴で
健康づくり～心も体もリフレッシュ～」と題し、地域
を盛り上げようという思いからひろしま県民の森へ日
帰り研修へ行きました。

ほんの少し山々が色づき始めていた県民の森、散策
したりロビーでまったりしたり、思い思いに過ごす
ウーマンカレッジのみなさん。久しぶりの日帰り研
修に会話も弾み、森林浴やゆったり過ごすことでコ
ロナの自粛疲れもリフレッシュできたと思います。
庄原市の素晴らしいところを再発見できた日帰り研
修でした。（A）
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ふるさと今昔講座では、１０月９日（土）庄原市教育委員会等の主催で行われた、

広島大学総合博物館名誉教授 藤野次史先生による記念講演会「中国山地の先史狩猟

採集民―縄文時代―」をオンラインで視聴しました。

今回の講演では、縄文時代の人骨が各地で発見され、遺伝子分析を行った結果を紹

介いただきました。縄文人の影響が強い地域や渡来人の影響が強い地域など、各地域

のゲノム分析により、現代人は、縄文人と、東アジアの人との中間に位置しているこ

とミトコンドリアDNA等の鑑定で、日本各地域の縄文人の特徴と分類など最先端の技術

による分析報告をしていただきました。また、交易の交通路や人物の移動について石

器や土器の特徴から帝釈峡遺跡群の位置づけを説明いただきました。さらに、人の骨

から、魚・貝・肉・どんぐり類など何を食べていたのかを調べられた結果やその生活

状況を教えていただきました。

中国山地で縄文人がどのような暮らしをしていたのか、今まで以上に詳しく説明い

ただき、帝釈峡遺跡群の研究が進んでいることを知ることができました。

東城の歴史を知ることのできる大切な講座となりました。㋟

ふるさと今昔講座では、１０月１０日（日）芸備地方史研究会主催で行われた、広

島サッカースタジアム建設予定地発見の近代遺構のもつ歴史的価値と保存・活用の検

討について、広島大学総合博物館名誉教授 藤野次史先生をはじめとして、いろいろ

な立場からの報告をオンラインで視聴しました。

広島サッカースタジアム建設予定地で発見されたのは、旧陸軍中国管区輜重兵補充

隊の施設です。輜重隊は、明治13年に発足しました。この隊の施設は、明治21年に現

在の地に移転し、施設が拡充されながら、昭和10年ごろに今出土した状態のものがあっ

たと考えられています。

今回発見された状態は、形状や規模、構造をよく留め、遺構は極めて良好な遺存状

態だということで、より多くの方に知っていただきたいとのことでした。軍の施設は、

全国的に破壊されたり、秘密にされたりし、写真等も残っていないということで、こ

の発見は、極めて貴重な遺構群だという説明がされました。

広島市には、遺跡の発掘のための埋蔵文化財の専門家が措置されておらず、ほとん

ど記録に残らない状況で、多くの方への説明会も持たれていないとのことでした。そ

のため、発見遺構を現状保存して、スタジアムをその上に建設し、遺構を整備・展示

するようにしてほしいと訴えられていました。

今回のシンポジウムは、近代遺構の文化財保護を考える良い機会となりました。㋟
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行 事 名 と き １１月からの行事内容

ふる さ と今昔講座
（ 講 座 は 会 員 以 外

で も 受 講 で き ま す ）

１１月９日（火）

７：３０出発

・視察研修 郷土の歴史

「瀬戸内海の史跡を訪ねて」

大山祇神社・能島城跡・湯築城他

東城自治振興センター集合 参加費：３６，０００円

ウ ー マ ン カ レ ッ ジ

１１月１５日（月）

１０：００～

・全体行事「講演会」

東城自治振興センター 研修室

１１月２９日（月）

①１０：００～

②１３：３０～

・サロン「干支づくり」

東城自治振興センター交流室

参加費 １００円＋材料費

し ご ん ぼ 隊
１１月１３日（土）

１２：３０集合

・「多飯が辻山登山」

東城自治振興センター集合 参加費：無料

持参物：水筒・タオル

み の り の 体 験
プ ロ ジ ェ ク ト

１１月２７日（土）

８：４５集合

・「全自動キャベツ収穫機見学とドローン体験」

東城自治振興センター集合 参加費：無料

持参物：水筒・タオル


